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1 は じ め に

フリーストール牛舎等での牛群管理においては,牛は喧

嘩の強弱関係を程度の差こそあれ必ず形成し,特に採食時

には闘争行動による競合が見られる。そこで採食時の競合

をコントロールする方法として,飼槽に隔柵 (連動スタン

チョン)を設置して,その効果と作成法について検討した。

2試 験 方 法

(0 飼槽隔柵の効果調査

1)供試頭数 15頭 (搾乳牛を,上位牛,中位牛,下

位牛の区分に各々 5頭 )

2)試験区 飼糟に隔柵として連動スタンチョン設置

3)対照区 飼槽にマセン棒設置
4)調査方法 搾乳後 2時間の採食行動として「採食

場所J「採食時間」を観察記録

5)供試牛の管理体系
a 飼養方法 フリーストール

b 給餌方法 `rMR(1群管理)
C 給与時間 朝 8時,夜 7時
d 搾乳時間 同上
e 搾乳方法 パーラー方式
12)運動スタンチョンの作成

酪農家 (有限会社 :ち くまケ丘農場,代表者 :吉沢喜美

雄氏)が考案した連動スタンチョンを試作・設置した。

3 試験結果及び考察

に)フ リーストール牛舎の飼槽構造では,牛用通路と飼

槽の間を隔柵の無いマセン棒 1本で区切った場合は,採食

時に隣接牛と頭部が接触しやすい空間を有しているために,

採食行動は,「採食場所の移動回数」が特に社会的優劣で

弱い牛に多い傾向が見られ,その結果として「採食場所当

たり所要時間」が上位,中位牛に比べ短くなり,採食競合

により弱い牛ほど落ち着いた状態での採食が行われ難い状

況を示している。しかし,連動スタンチョンを隔柵として

設置した飼槽では,「採食場所の移動回数」は,隔柵無 し

の86回に比べ58回に減少し,「採食場所当たり所要時間」

「同一場所での最大連続採食時間」が178分 ,357分で隔

柵の無い状況での採食行動に比べ増加傾向が見られた。こ

のことから,隔柵を設置することは採食時に隣接牛とある

程度の距離を保てるために,採食時の闘争行動抑止のため

の効果が見られるものと考えられる (表 1)。 なお,隔柵

設置後の乳量 (泌乳中期以降)は ,設置前に比べ比較的穏

ゃかな減少の推移を示していることから,闘争行動のコン

トロールが泌乳性に影響しているものと思われる。

表 1 飼槽隔柵設置による採食行動の変化

9)試作した運動スタンチョンは溶接技術があれば容易

に自作が可能であり,機能性に問題は無かった。構造材と

して鉄丸パイプに比べ鉄角パイプが加工が容易である。自

在柱 (部材番号④)は角が鋭角であると牛に良くないので

肉厚の厚い (23m/1n以上)角 パイプを使用するか,丸

パイプを使用する必要がある。

1)作成手順
a 上・下固定材 (部材番号①)を横置きにし,そ

れを支える柱 (部材番号②Э),及び牛の保定のために左

右にスライドする自在柱用の支柱 (部材番号⑤⑥)を溶接

する。

b 溶接後縦置きにして,自在柱 (部材番号④)を

支柱にボルト締めする。

C 保定用ロック機構として,⑦鉄筋 中 D

を固定材の上に黒パイプ (部材番号⑬)を通して配置する。

①自在柱を垂直の状態にして,その上端から平鋼 (部材番

号⑦)が上固定材を前後から狭みつけるように自在柱
へ溶

接する。◎溶接した平鋼の上端に黒パイプ (部材番号⑫)

を入れ,その中をボルト (部材番号Э)締めする。○ロッ

ク用の平鋼 (部材番号③)を〇の黒パイプに溶接し,鉄筋

と接触する位置にロック作動用として,ナ ット等を鉄筋上

部に溶接する。③最後にロックの作動,解除の切り替え ,

保持のために鉄筋の端をL型に加工する。
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4 ま と め

試験の隔柵は,連動スタンチョンとしたが,牛の捕獲機

能を必要としない場合は,簡易な間仕切でも同様の効果が

期待できる。運動スタンチョンの試作では構造材が鉄角パ

イプ仕様の場合,原材料費 (1頭当)2,400円 程度の低コ

ストで加工できる。

表2 連動スタンチョン用原材料 (成牛 1動

彙藩通し査具

り 立ち上がり甲0;却
図 1 連動スタンチョン作成図面 (成牛 1頭当)

スタンチョン保え諄甘
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